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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、電力の供給元を示す第１のマークと、電力の消費機器を示す第２のマーク
とを表示部に表示し、
　前記第１のマークと前記第２のマークとを結びつける操作に応じて、前記第１のマーク
と前記第２のマークとを連結する連結路と、前記連結路を、前記第１のマークから前記第
２のマークに向かって移動する表示単位とを前記表示部に表示し、前記電力の供給元から
前記電力の消費機器に対して電力が供給されるようにする制御信号を出力する
　制御装置。
【請求項２】
　前記連結路を遮断する操作に応じて、前記連結路および前記表示単位を非表示にし、前
記電力の供給元から前記電力の消費機器への電力の供給が停止されるようにする制御信号
を出力する請求項１に記載の制御装置。
【請求項３】
　前記連結路の所定箇所を押下する操作に応じて、前記移動中の表示単位を停止させ、前
記電力の供給元から前記電力の消費機器への電力の供給が停止されるようにする制御信号
を出力する請求項１または２に記載の制御装置。
【請求項４】
　前記連結路の幅を変更する操作に応じて、前記表示単位の移動速度および前記表示単位
の表示数の少なくとも一方を変更し、前記電力の供給元から前記電力の消費機器への電力
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の供給量が変更されるようにする制御信号を出力する請求項１乃至３のいずれかに記載の
制御装置。
【請求項５】
　前記連結路の幅を狭くする操作に応じて、前記表示単位の移動速度を小さくする請求項
４に記載の制御装置。
【請求項６】
　前記連結路の幅を広くする操作に応じて、前記表示単位の移動速度を大きくする請求項
４に記載の制御装置。
【請求項７】
　前記第２のマークは、前記第２のマークに対応する機器を示すマークを含む請求項１乃
至６のいずれかに記載の制御装置。
【請求項８】
　前記第２のマークに対応する機器の現在の電力消費量を示すように、前記第２のマーク
を表示する請求項１乃至７のいずれかに記載の制御装置。
【請求項９】
　前記表示部がタッチパネルとして構成され、
　前記操作が、ユーザの１または複数の指を使用してなされる請求項１乃至８のいずれか
に記載の制御装置。
【請求項１０】
　少なくとも、電力の供給元を示す第１のマークと、電力の消費機器を示す第２のマーク
とを表示部に表示し、
　前記第１のマークと前記第２のマークとを結びつける操作に応じて、前記第１のマーク
と前記第２のマークとを連結する連結路と、前記連結路を、前記第１のマークから前記第
２のマークに向かって移動する表示単位とを前記表示部に表示し、前記電力の供給元から
前記電力の消費機器に対して電力が供給されるようにする制御信号を出力する
　制御装置における制御方法。
【請求項１１】
　少なくとも、電力の供給元を示す第１のマークと、電力の消費機器を示す第２のマーク
とを表示部に表示し、
　前記第１のマークと前記第２のマークとを結びつける操作に応じて、前記第１のマーク
と前記第２のマークとを連結する連結路と、前記連結路を、前記第１のマークから前記第
２のマークに向かって移動する表示単位とを前記表示部に表示し、前記電力の供給元から
前記電力の消費機器に対して電力が供給されるようにする制御信号を出力する
　制御装置における制御方法を、コンピュータに実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、制御装置、制御方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に記載されているように、電力の流れを可視化（見える化）する提案がなさ
れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１６９３１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の技術は、電力の流れを可視化するだけのものであり、電力の流れに
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対して、操作を行うことは開示されていない。
【０００５】
　したがって、本開示の目的の一つは、例えば、電力の流れを可視化し、可視化される電
力の流れに対する操作を可能とする制御装置、制御方法およびプログラムを提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決するために、本開示は、例えば、
　少なくとも、電力の供給元を示す第１のマークと、電力の消費機器を示す第２のマーク
とを表示部に表示し、
　第１のマークと第２のマークとを結びつける操作に応じて、第１のマークと第２のマー
クとを連結する連結路と、連結路を、第１のマークから第２のマークに向かって移動する
表示単位とを表示部に表示し、電力の供給元から電力の消費機器に対して電力が供給され
るようにする制御信号を出力する
　制御装置である。
【０００７】
　本開示は、例えば、
　少なくとも、電力の供給元を示す第１のマークと、電力の消費機器を示す第２のマーク
とを表示部に表示し、
　第１のマークと第２のマークとを結びつける操作に応じて、第１のマークと第２のマー
クとを連結する連結路と、連結路を、第１のマークから第２のマークに向かって移動する
表示単位とを表示部に表示し、電力の供給元から電力の消費機器に対して電力が供給され
るようにする制御信号を出力する
　制御装置における制御方法である。
【０００８】
　本開示は、例えば、
　少なくとも、電力の供給元を示す第１のマークと、電力の消費機器を示す第２のマーク
とを表示部に表示し、
　第１のマークと第２のマークとを結びつける操作に応じて、第１のマークと第２のマー
クとを連結する連結路と、連結路を、第１のマークから第２のマークに向かって移動する
表示単位とを表示部に表示し、電力の供給元から電力の消費機器に対して電力が供給され
るようにする制御信号を出力する
　制御装置における制御方法を、コンピュータに実行させるプログラムである。
【発明の効果】
【００１６】
　少なくとも一つの実施形態によれば、表示部に電力の流れを表示し、表示される電力の
流れに対する操作が可能とされる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】制御装置の構成の一例を説明するためのブロック図である。
【図２】切替部の構成の一例を説明するための図である。
【図３】マークの表示の一例を説明するための図である。
【図４】操作の一例を説明するための図である。
【図５】操作後の表示の一例を説明するための図である。
【図６】処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図７】マークの表示の一例を説明するための図である。
【図８】操作の一例を説明するための図である。
【図９】処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図１０】操作の一例を説明するための図である。
【図１１】操作の一例を説明するための図である。
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【図１２】操作の一例を説明するための図である。
【図１３】操作後の表示の一例を説明するための図である。
【図１４】処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図１５】操作の一例を説明するための図である。
【図１６】操作後の表示の一例を説明するための図である。
【図１７】処理の流れの一例を示すフローチャートである。
【図１８】Ａはマークの表示の一例を説明するための図であり、Ｂはマークの表示の他の
例を説明するための図である。
【図１９】マーク等の表示の一例を説明するための図である。
【図２０】操作の一例を説明するための図である。
【図２１】操作後の表示の一例を説明するための図である。
【図２２】操作の一例を説明するための図である。
【図２３】操作後の表示の一例を説明するための図である。
【図２４】携帯端末の構成の一例を説明するためのブロック図である。
【図２５】変形例を説明するための図である。
【図２６】変形例を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本開示の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、説明は、以下の
順序で行う。
１．一実施形態
１－１．制御装置（表示制御装置）について
１－２．切替部および負荷について
１－３．第１の具体例
１－４．第２の具体例
１－５．第３の具体例
１－６．第４の具体例
１－７．第５の具体例
１－８．第６の具体例
２．変形例
２－１．携帯端末について
２－２．他の変形例
　なお、以下に説明する実施形態および変形例は本開示の好適な具体例であり、本開示の
内容がこれらの実施形態および変形例に限定されるものではない。
【００１９】
＜１．一実施形態＞
「１－１．制御装置（表示制御装置）について」
　図１を参照して、制御装置の構成の一例について説明する。制御装置１は、例えば、負
荷に対する電力の供給や、負荷の動作などを制御する装置である。さらに、制御装置１は
、表示部に表示される表示内容を適宜、変更する装置（表示制御装置）でもある。
【００２０】
　制御装置１に対して、例えば、系統電力（グリッド）および複数の発電装置から、電力
が供給される。制御装置１に対して、系統電力のみから電力が供給されてもよく、制御装
置１に対して、系統電力および一の発電装置から電力が供給されてもよい。
【００２１】
　発電装置は、太陽光や、風力、バイオマス、地熱などの周囲に存在するエネルギーを利
用して発電する装置である。一実施形態では、複数の発電装置として、太陽光発電装置お
よび風力発電装置が例示される。図１では、交流の電圧源により、系統電力２が模式的に
示され、太陽光パネルにより太陽光発電装置３が模式的に示され、風車により風力発電装
置４が模式的に示されている。図１では、系統電力２や、太陽光発電装置３等から供給さ
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れる電力が実線の矢印により示されている。
【００２２】
　制御装置１は、ホームサーバ１００、表示部１０１、蓄電装置１０２、切替部１０３、
ＡＣ(Alternating Current)／ＤＣ(Direct Current)インバータ１０４、パワーコンディ
ショナ１０５およびパワーコンディショナ１０６を含む構成とされる。表示部１０１は、
例えば、ユーザの指やスタイラスペンにより操作が可能な、タッチパネルとして構成され
る。蓄電装置１０２は、蓄電コントローラ１１０と、１６個の蓄電ユニット１１１（蓄電
ユニット１１１ａ、蓄電ユニット１１１ｂ、蓄電ユニット１１１ｃ・・・蓄電ユニット１
１１ｐ）とを含む構成とされる。なお、蓄電ユニット１１１の個数は一例であり、１６に
限定されるものではない。
【００２３】
　ホームサーバ１００は、他の機器と通信を行うことができる。ホームサーバ１００は、
インターネット等のネットワーク１１５を介して、他の機器と通信を行うことができる。
さらに、ホームサーバ１００は、スマートフォンや携帯電話などの携帯端末２００と近距
離の無線通信を行うことができる。
【００２４】
　切替部１０３に、複数の負荷１２０が接続される。それぞれの負荷１２０は、負荷１２
０を制御する負荷コントローラ１２１を有する。ホームサーバ１００および各負荷コント
ローラ１２１は、有線または無線のＬＡＮ(Local Area Network)に接続され、ＬＡＮを介
して、制御信号やデータのやり取りがなされる。負荷コントローラ１２１は、例えば、ホ
ームサーバ１００から供給される制御信号に応じて、負荷１２０の動作を制御する。なお
、図１では、制御信号やデータの流れが点線の矢印により示されている。
【００２５】
　電力の流れの一例について説明する。系統電力２から供給される電力Ｐ２（例えば、１
００Ｖ（ボルト）の交流電圧）が、切替部１０３に入力される。電力Ｐ２は、さらに、Ａ
Ｃ／ＤＣインバータ１０４に入力される。ＡＣ／ＤＣインバータ１０４により、交流の電
力Ｐ２が直流の電力Ｐ２０へ変換される。電力Ｐ２０が蓄電装置１０２に入力される。
【００２６】
　太陽光発電装置３からの直流の電力Ｐ３がパワーコンディショナ１０５に入力される。
パワーコンディショナ１０５は、不安定な電力Ｐ３を安定な直流の電力Ｐ３０に変換する
。電力Ｐ３０が蓄電装置１０２に入力される。
【００２７】
　風力発電装置４からの直流の電力Ｐ４がパワーコンディショナ１０６に入力される。パ
ワーコンディショナ１０６は、不安定な電力Ｐ４を安定な直流の電力Ｐ４０に変換する。
電力Ｐ４０が蓄電装置１０２に入力される。
【００２８】
　電力Ｐ２０、電力Ｐ３０および電力Ｐ４０に基づいて蓄電ユニット１１１が充電される
。例えば、電力Ｐ２０に基づいて蓄電ユニット１１１ａが充電される。電力Ｐ３０に基づ
いて蓄電ユニット１１１ｂが充電される。電力Ｐ４０に基づいて蓄電ユニット１１１ｃが
充電される。そして、充電中ではない蓄電ユニット（例えば、蓄電ユニット１１１ｄ）が
放電し、蓄電ユニット１１１ｄから直流の電力Ｐ５が出力される。電力Ｐ５が切替部１０
３に供給される。蓄電ユニット１１１に対する充電および蓄電ユニット１１１からの放電
は、蓄電コントローラ１１０によって制御される。
【００２９】
　なお、夜間のときは、太陽光発電装置３からの電力Ｐ３は略０になる。無風状態のとき
は、風力発電装置４からの電力Ｐ４は略０になる。このため、電力Ｐ３０や電力Ｐ４０が
蓄電装置１０２に常に供給されるとは限らない。
【００３０】
　次に、制御装置１の各部の詳細について、説明する。ホームサーバ１００は、例えば、
ＣＰＵ(Central Processing Unit)により構成され、制御装置１の各部を制御する。ホー
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ムサーバ１００は、切替部１０３に信号Ｓ１を供給する。信号Ｓ１は、例えば、切替部１
０３におけるスイッチＳＷを切り替える制御信号である。
【００３１】
　ホームサーバ１００は、蓄電装置１０２の蓄電コントローラ１１０と通信を行い、信号
Ｓ２をやり取りする。信号Ｓ２は、蓄電ユニット１１１の残容量の割合に関する情報、蓄
電装置１０２に供給される電力の情報、ホームサーバ１００から蓄電装置１０２に対して
供給される制御信号などを総称したものである。
【００３２】
　ホームサーバ１００は、表示部１０１と信号Ｓ３のやり取りを行う。信号Ｓ３は、例え
ば、表示部１０１に所定の表示を行うための表示データや、表示部１０１を駆動するため
の駆動信号である。信号Ｓ３は、表示部１０１に対する操作に応じて生成される操作信号
を含む。なお、ホームサーバ１００から表示部１０１に対して供給される、表示部１０１
の表示を制御するための制御信号を、制御信号Ｓ３ａと適宜、称する。表示部１０１に対
する操作に応じて生成され、表示部１０１からホームサーバ１００に対して供給される操
作信号を、操作信号Ｓ３ｂと適宜、称する。
【００３３】
　ホームサーバ１００に対して、パワーコンディショナ１０５から信号Ｓ４が供給される
。信号Ｓ４は、例えば、太陽光発電装置３の発電量を示すデータである。信号Ｓ４は、例
えば、所定の周期でもって、パワーコンディショナ１０５からホームサーバ１００に供給
される。
【００３４】
　ホームサーバ１００に対して、パワーコンディショナ１０６から信号Ｓ５が供給される
。信号Ｓ５は、例えば、風力発電装置４の発電量を示すデータである。信号Ｓ５は、例え
ば、所定の周期でもって、パワーコンディショナ１０６からホームサーバ１００に供給さ
れる。
【００３５】
　ホームサーバ１００は、ネットワーク１１５を介して他の機器と通信を行い、信号Ｓ６
のやり取りをする。信号Ｓ６は、ホームサーバ１００と他の機器との間でやり取りされる
データ等を総称したものである。
【００３６】
　ホームサーバ１００は、負荷１２０に接続される負荷コントローラ１２１と信号Ｓ１０
のやり取りをする。信号Ｓ１０は、ホームサーバ１００から負荷コントローラ１２１に対
して供給される制御信号や、負荷１２０における現在の消費電力を示す情報を含む。
【００３７】
　なお、図示は省略しているが、ホームサーバ１００は、例えば、ＲＯＭ(Read Only Mem
ory)、ＲＡＭ(Random Access Memory)などのメモリを有する。ＲＯＭには、ホームサーバ
１００が実行するプログラムが格納される。例えば、表示部１０１の表示を制御するため
の表示制御プログラムや、切替部１０３や負荷コントローラ１２１を制御するためのプロ
グラムがＲＯＭに格納される。ＲＡＭは、例えば、ホームサーバ１００がプログラムを実
行する際のワークメモリとして使用される。各種のデータがＲＡＭに記憶されてもよい。
【００３８】
　表示部１０１は、ＬＣＤ(Liquid Crystal Display)や有機ＥＬ(Electroluminescence)
からなるモニタと、それらのモニタを駆動するためのドライバとを含む。ホームサーバ１
００から供給される制御信号Ｓ３ａに応じてドライバが動作し、表示部１０１に所定の表
示がなされる。表示部１０１は、例えば、片手または両手で操作可能な程度の大きさとさ
れる。もちろん、表示部１０１の大きさは、適宜、変更することができる。
【００３９】
　表示部１０１は、例えば、静電容量方式のタッチパネルとして構成される。抵抗膜方式
や、光学方式などの他の方式のタッチパネルにより表示部１０１が構成されてもよい。表
示部１０１に対して、スタイラスペンやユーザの指による触れる操作が可能とされる。表
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示部１０１に対する操作に応じて操作信号Ｓ３ｂが生成される。操作信号Ｓ３ｂがホーム
サーバ１００に対して供給される。
【００４０】
　蓄電装置１０２は、蓄電コントローラ１１０と、複数の蓄電ユニット１１１とを有する
。蓄電装置１０２は、例えば、１６個の蓄電ユニット１１１（蓄電ユニット１１１ａ、蓄
電ユニット１１１ｂ・・蓄電ユニット１１１ｐ）を有する。個々の蓄電ユニットを区別す
る必要がない場合は、蓄電ユニット１１１と適宜、称する。蓄電ユニット１１１の個数は
１６に限定されず、適宜、増減できる。
【００４１】
　蓄電コントローラ１１０は、各蓄電ユニット１１１を制御する。蓄電コントローラ１１
０は、例えば、蓄電ユニット１１１の残容量の割合を取得し、取得した残容量の割合に関
する情報を、ホームサーバ１００に送信する。残容量の割合は、例えば、蓄電ユニット１
１１の全体の容量に対する、全ての蓄電ユニット１１１の残容量の合計値の割合である。
【００４２】
　蓄電コントローラ１１０は、蓄電ユニット１１１の充電を制御する。蓄電コントローラ
１１０は、例えば、蓄電ユニット１１１ごとの残容量を取得し、残容量の最も少ない蓄電
ユニット１１１を充電対象の蓄電ユニット１１１として決定する。充電回数が最小の蓄電
ユニットを充電対象の蓄電ユニット１１１として決定してもよい。充電対象の蓄電ユニッ
ト１１１を決定するアルゴリズムは、適宜、変更できる。
【００４３】
　蓄電コントローラ１１０は、充電対象の蓄電ユニット１１１を、例えば、電力Ｐ２０を
使用して充電する。電力Ｐ３０や電力Ｐ４０が供給される場合は、例えば、２番目に残容
量が小さい蓄電ユニット１１１に対して、電力Ｐ３０や電力Ｐ４０を使用した充電が行わ
れてもよい。蓄電コントローラ１１０により行われる充電の方式は、蓄電ユニット１１１
の種類に応じて決定される。蓄電ユニット１１１が例えば、リチウムイオン二次電池であ
る場合は、ＣＣＣＶ(Constant Voltage Constant Current)方式に基づく充電が行われる
。
【００４４】
　なお、蓄電ユニット１１１に対して電力Ｐ２０や電力Ｐ３０、電力Ｐ４０に基づく充電
ができるように、電力Ｐ２０等を変換する処理（例えば、降圧する処理）が蓄電コントロ
ーラ１１０によって行われる。さらに、充電時における過充電の防止等の安全を確保する
処理が蓄電コントローラ１１０によって行われてもよい。
【００４５】
　さらに、蓄電コントローラ１１０は、蓄電ユニット１１１の放電を制御する。蓄電コン
トローラ１１０は、例えば、蓄電ユニット１１１ごとの残容量を取得し、残容量の最も多
い蓄電ユニット１１１を放電対象の蓄電ユニット１１１として決定する。放電回数が最小
の蓄電ユニットを放電対象の蓄電ユニット１１１として決定してもよい。放電対象の蓄電
ユニット１１１を決定するアルゴリズムは、適宜、変更できる。放電対象の蓄電ユニット
１１１が放電する。放電による電力が適宜、蓄電コントローラ１１０により変換され、蓄
電装置１０２から直流の電力Ｐ５が出力される。電力Ｐ５が切替部１０３に出力される。
【００４６】
　蓄電ユニット１１１は、リチウムイオン電池、オリビン型リン酸鉄リチウムイオン電池
、鉛電池、ＮＡＳ電池などである。これらが複数、接続されたものでもよい。例示した電
池以外の電池や電気二重層キャパシタが使用されてもよい。蓄電コントローラ１１０は、
蓄電ユニット１１１に対応した構成とされる。
【００４７】
　切替部１０３は、ホームサーバ１００から供給される制御信号Ｓ１に応じて動作する。
切替部１０３が動作することにより、負荷１２０に対する電力の供給が制御される。なお
、切替部１０３の詳細については、後述する。
【００４８】
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　パワーコンディショナ１０５は、太陽光発電装置３の不安定な電力Ｐ３を安定な電力Ｐ
３０に変換する。パワーコンディショナ１０５は、太陽光発電装置３の太陽電池が発電す
る電力の変動に追従して、常に最大の電力点を追いかける制御（最大電力点追従制御(Max
imum Power Point Tracking(MPPT))を行う。パワーコンディショナ１０５は、太陽光発電
装置３の発電量を計測する計測計（図示は省略している）を有する。パワーコンディショ
ナ１０５は、所定の周期（例えば、１秒）でもって太陽光発電装置３の発電量を計測し、
太陽光発電装置３の発電量を示す信号Ｓ４をホームサーバ１００に供給する。信号Ｓ４は
、蓄電装置１０２に対する供給電力（電力Ｐ３０）を示す情報でもよい。
【００４９】
　パワーコンディショナ１０６は、風力発電装置４の不安定な電力Ｐ４を安定な電力Ｐ４
０に変換する。パワーコンディショナ１０６は、風力発電装置４の出力を最適化する制御
などを行う。パワーコンディショナ１０６は、風力発電装置４の発電量を計測する計測計
（図示は省略している）を有する。パワーコンディショナ１０６は、所定の周期（例えば
、１秒）風力発電装置４の発電量を計測し、風力発電装置４の発電量を示す信号Ｓ５をホ
ームサーバ１００に供給する。信号Ｓ５は、蓄電装置１０２に対する供給電力（電力Ｐ４
０）を示す情報でもよい。
【００５０】
「１－２．切替部および負荷について」
　切替部１０３の構成の一例および負荷について、図２を参照して説明する。切替部１０
３には、系統電力２からの電力Ｐ２がラインＬ１を介して入力される。さらに、切替部１
０３には、蓄電装置１０２からの電力Ｐ５がラインＬ２を介して入力される。
【００５１】
　切替部１０３は、複数の負荷１２０と接続される。複数の負荷１２０として、冷蔵庫１
２０ａ、テレビジョン装置１２０ｂ、ＬＥＤ(Light Emitting Diode)により構成される照
明装置１２０ｃおよび空調装置１２０ｄが例示される。冷蔵庫１２０ａは、スイッチＳＷ
１ａを介してラインＬ１に接続され、スイッチＳＷ１ｂを介してラインＬ２に接続される
。テレビジョン装置１２０ｂは、スイッチＳＷ２ａを介してラインＬ１に接続され、スイ
ッチＳＷ２ｂを介してラインＬ２に接続される。
【００５２】
　照明装置１２０ｃは、スイッチＳＷ３ａを介してラインＬ１に接続され、スイッチＳＷ
３ｂを介してラインＬ２に接続される。空調装置１２０ｄは、スイッチＳＷ４ａを介して
ラインＬ１に接続され、スイッチＳＷ４ｂを介してラインＬ２に接続される。なお、個々
のスイッチを区別する必要がない場合は、スイッチＳＷと適宜、称する。
【００５３】
　スイッチＳＷは、ＦＥＴ(Field Effect Transistor)やＩＧＢＴ(Insulated Gate Bipol
ar Transistor)などのスイッチング素子により構成される。ホームサーバ１００から送信
される制御信号Ｓ１により、個々のスイッチＳＷのオン／オフが制御される。例えば、電
力Ｐ２を使用して冷蔵庫１２０ａを動作させる場合は、スイッチＳＷ１ａがオンされ、ス
イッチＳＷ１ｂがオフされる。電力Ｐ５を使用して冷蔵庫１２０ａを動作させる場合は、
スイッチＳＷ１ａがオフされ、スイッチＳＷ１ｂがオンされる。
【００５４】
　負荷１２０は、負荷コントローラ１２１と接続される。冷蔵庫１２０ａは、負荷コント
ローラ１２１ａと接続される。テレビジョン装置１２０ｂは、負荷コントローラ１２１ｂ
と接続される。照明装置１２０ｃは、負荷コントローラ１２１ｃと接続される。空調装置
１２０ｄは、負荷コントローラ１２１ｄと接続される。
【００５５】
　負荷コントローラ１２１ａは、冷蔵庫１２０ａの動作を制御する。負荷コントローラ１
２１ａは、冷蔵庫１２０ａに対する公知の制御を行う。例えば、負荷コントローラ１２１
ａは、冷蔵庫１２０ａの庫内の温度を変更する制御を行う。冷蔵庫１２０ａの庫内の温度
をやや高めとし、冷蔵庫１２０ａの消費電力を小さくする制御が負荷コントローラ１２１
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ａにより行われる。冷蔵庫１２０ａの庫内の温度を低くする制御が負荷コントローラ１２
１ａにより行われる。この制御の場合は、冷蔵庫１２０ａの消費電力が大きくなる。負荷
コントローラ１２１ａによる制御は、例えば、ホームサーバ１００から負荷コントローラ
１２１ａに供給される制御信号（適宜、制御信号Ｓ１０ａと称する）に応じて行われる。
【００５６】
　負荷コントローラ１２１ａは、センサ等を使用して、冷蔵庫１２０ａの現在の消費電力
を取得する。負荷コントローラ１２１ａは、冷蔵庫１２０ａの現在の消費電力を示す消費
電力情報をホームサーバ１００に供給する。負荷コントローラ１２１ａは、さらに、イン
バータとして動作する。負荷コントローラ１２１ａは、電力Ｐ２や電力Ｐ５を、冷蔵庫１
２０ａが対応するように、適宜、変換する。
【００５７】
　負荷コントローラ１２１ｂは、テレビジョン装置１２０ｂの動作を制御する。負荷コン
トローラ１２１ｂは、テレビジョン装置１２０ｂに対する公知の制御を行う。例えば、負
荷コントローラ１２１ｂは、テレビジョン装置１２０ｂの表示パネルの明るさを変更する
制御を行う。テレビジョン装置１２０ｂの表示パネルの明るさを暗くし、テレビジョン装
置１２０ｂの消費電力を小さくする制御が負荷コントローラ１２１ｂにより行われる。テ
レビジョン装置１２０ｂの表示パネルの明るさを通常の明るさより明るくする制御が負荷
コントローラ１２１ｂにより行われる。この制御の場合は、テレビジョン装置１２０ｂの
消費電力が大きくなる。負荷コントローラ１２１ｂによる制御は、例えば、ホームサーバ
１００から負荷コントローラ１２１ｂに供給される制御信号（適宜、制御信号Ｓ１０ｂと
称する）に応じて行われる。
【００５８】
　負荷コントローラ１２１ｂは、センサ等を使用して、テレビジョン装置１２０ｂの現在
の消費電力を取得する。負荷コントローラ１２１ｂは、テレビジョン装置１２０ｂの現在
の消費電力を示す消費電力情報をホームサーバ１００に供給する。負荷コントローラ１２
１ｂは、さらに、電力Ｐ２や電力Ｐ５を、テレビジョン装置１２０ｂが対応するように、
適宜、変換する。例えば、負荷コントローラ１２１ｂは、交流の電力Ｐ２を直流に変換す
る処理を行う。
【００５９】
　負荷コントローラ１２１ｃは、照明装置１２０ｃの動作を制御する。負荷コントローラ
１２１ｃは、照明装置１２０ｃに対する公知の制御を行う。例えば、負荷コントローラ１
２１ｃは、照明装置１２０ｃの明るさを変更する制御を行う。照明装置１２０ｃの明るさ
を暗くし、照明装置１２０ｃの消費電力を小さくする制御が負荷コントローラ１２１ｃに
より行われる。照明装置１２０ｃの明るさを明るくする制御が負荷コントローラ１２１ｃ
により行われる。この制御の場合は、照明装置１２０ｃの消費電力が大きくなる。例えば
、ＬＥＤに供給される電流を制御することにより、照明装置１２０ｃの明るさを変更でき
る。負荷コントローラ１２１ｃによる制御は、例えば、ホームサーバ１００から負荷コン
トローラ１２１ｃに供給される制御信号（適宜、制御信号Ｓ１０ｃと称する）に応じて行
われる。
【００６０】
　負荷コントローラ１２１ｃは、センサ等を使用して、照明装置１２０ｃの現在の消費電
力を取得する。負荷コントローラ１２１ｃは、照明装置１２０ｃの現在の消費電力を示す
消費電力情報をホームサーバ１００に供給する。負荷コントローラ１２１ｃは、さらに、
電力Ｐ２や電力Ｐ５を、照明装置１２０ｃが対応するように、適宜、変換する。
【００６１】
　負荷コントローラ１２１ｄは、空調装置１２０ｄの動作を制御する。負荷コントローラ
１２１ｄは、空調装置１２０ｄに対する公知の制御を行う。例えば、空調装置１２０ｄが
冷房装置として使用される場合に、負荷コントローラ１２１ｄは、空調装置１２０ｄの設
定温度を引き下げ、室温を低くするための制御を行う。この場合は、空調装置１２０ｄの
消費電力は大きくなる。反対に、負荷コントローラ１２１ｄは、空調装置１２０ｄの設定
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温度を引き上げる制御を行う。この場合は、空調装置１２０ｄの消費電力は小さくなる。
【００６２】
　負荷コントローラ１２１ｄによる制御は、例えば、ホームサーバ１００から負荷コント
ローラ１２１ｄに供給される制御信号（適宜、制御信号Ｓ１０ｄと称する）に応じて行わ
れる。負荷コントローラ１２１ｄは、センサ等を使用して、空調装置１２０ｄの現在の消
費電力を取得する。負荷コントローラ１２１ｄは、空調装置１２０ｄの現在の消費電力を
示す消費電力情報をホームサーバ１００に供給する。負荷コントローラ１２１ｄは、さら
に、インバータとして動作し、電力Ｐ２や電力Ｐ５を、空調装置１２０ｄが対応するよう
に、適宜、変換する。
【００６３】
　もちろん、例示した負荷１２０とは異なる負荷がラインＬ１およびラインＬ２に接続さ
れてもよい。負荷１２０に対応する制御が、負荷１２０に接続される負荷コントローラ１
２１によって行われる。
【００６４】
　次に、制御装置１における、本開示に関連する動作の一例について説明する。ホームサ
ーバ１００は、所定の表示データと、表示部１０１に対する駆動信号とを含む制御信号Ｓ
３ａを表示部１０１に供給する。制御信号Ｓ３ａに基づく表示が、表示部１０１に表示さ
れる。
【００６５】
　表示部１０１に対して、例えば、ユーザの指（１本の指でもよく、複数の指でもよい）
を使用した操作が行われる。操作に応じた操作信号Ｓ３ｂがホームサーバ１００に供給さ
れる。ホームサーバ１００は、操作信号Ｓ３ｂの内容を解析し、操作信号Ｓ３ｂに応じた
制御を行う。例えば、ホームサーバ１００は、操作信号Ｓ３ｂに応じて制御信号Ｓ３ａを
生成する。生成された制御信号Ｓ３ａが表示部１０１に供給され、表示部１０１の表示が
遷移する。
【００６６】
　ホームサーバ１００は、操作信号Ｓ３ｂに応じて、制御装置１の各部や負荷１２０の動
作を制御する。例えば、ホームサーバ１００は、操作信号Ｓ３ｂに応じて、切替部１０３
のスイッチＳＷのオン／オフを制御する。例えば、ホームサーバ１００は、操作信号Ｓ３
ｂに応じて、負荷コントローラ１２１に対して制御信号Ｓ１０を送出し、負荷コントロー
ラ１２１に接続される負荷１２０の動作を制御する。このように、ホームサーバ１００は
、表示部１０１に対する操作に応じて、表示部１０１の表示内容を適宜、変更する処理や
、制御装置１の各部や負荷１２０の動作を制御する処理を行う。以下、具体例を挙げて説
明する。
【００６７】
「１－３．第１の具体例」
　第１の具体例について説明する。第１の具体例における初期状態では、切替部１０３の
スイッチＳＷ２ａおよびスイッチＳＷ２ｂがオフされているものとして説明する。
【００６８】
　図３は、表示部１０１に表示されるマークの一例を示す。図３に示すように、第１のマ
ークの一例であるマーク１３０と、第２のマークの一例であるマーク１３１とが、表示部
１０１に離隔して表示される。マーク１３０およびマーク１３１は、例えば、制御装置１
に対してなされる表示の指示に応じて、表示される。マーク１３０は、電力の供給側（例
えば、系統電力２）に対応するマークであり、マーク１３１は、電力の消費側（例えば、
テレビジョン装置１２０ｂ）に対応するマークである。
【００６９】
　マーク１３０は、例えば、矩形のマーク１３０ａと、マーク１３０ａの、図面に向かっ
て右側に表示され、接続端子を模したマーク１３０ｂと、マーク１３０ａの内部に表示さ
れるマーク１３０ｃとを含む。マーク１３０ｃは、例えば、系統電力２を模したマークで
ある交流の電圧源のマークである。
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【００７０】
　マーク１３１は、例えば、矩形のマーク１３１ａと、マーク１３１ａの左側に表示され
、接続端子を模したマーク１３１ｂと、マーク１３１ａの内部に表示されるマーク１３１
ｃとを含む。マーク１３１ｃは、マーク１３１に対応する装置であるテレビジョン装置を
模したマークである。
【００７１】
　マーク１３０およびマーク１３１の形状は、例示した形状に限定されることなく、適宜
、変更できる。例えば、マーク１３０が円形でもよい。マーク１３０においてマーク１３
０ｂがなくてもよい。マーク１３０およびマーク１３１は、例えば、後述する操作が可能
となるように、表示部１０１における適切な位置に表示される。
【００７２】
　図４は、第１の具体例における表示部１０１に対する操作を示す。ユーザの指（例えば
、人差し指）Ｆ１を使用して、マーク１３０とマーク１３１とを結びつけるような操作が
表示部１０１に対して行われる。例えば、指Ｆ１がマーク１３０ｂもしくはその近傍を押
下する。指Ｆ１により表示部１０１を押下したまま、指Ｆ１をマーク１３１ｂにスライド
させる。図４に例示する操作を、ドラッグ操作と、適宜、称する。
【００７３】
　図５は、ドラッグ操作がなされた後の表示部１０１の表示の一例を示す。ドラッグ操作
がなされた後とは、例えば、マーク１３１ｂまでスライドさせた指Ｆ１を表示部１０１か
ら離したタイミングである。ドラッグ操作に応じて、マーク１３０とマーク１３１とを連
結する連結路１３５が表示される。連結路１３５におけるマーク１３０付近で表示単位１
３６が表示される。表示単位１３６は、連結路１３５をマーク１３１に向かって、所定の
移動速度で移動する。マーク１３１付近まで達した表示単位１３６は消去される。なお、
図示が煩雑となるのを防止するため、一部の表示単位に対してのみ、参照符号１３６を付
している。
【００７４】
　すなわち、連結路１３５を、複数の表示単位１３６がマーク１３０からマーク１３１に
向かうように移動する。マーク１３１に対応する装置により使用される現在の電力（消費
電力）に応じて、表示単位１３６の移動速度が変化する。例えば、マーク１３１に対応す
る装置の現在の消費電力が大きくなるほど表示単位１３６の移動速度が大きくなり、マー
ク１３１に対応する装置の現在の消費電力が小さくなるほど表示単位１３６の移動速度が
小さくなる。
【００７５】
　マーク１３１が消費するエネルギー（電力）の量と表示単位１３６の表示数が対応して
いる。例えば、マーク１３１に対応する装置の現在の消費電力が大きくなるほど表示単位
１３６の表示数が増加し、マーク１３１に対応する装置の現在の消費電力が小さくなるほ
ど表示単位１３６の表示数が減少する。もちろん、表示単位１３６の移動速度や、表示単
位１３６の表示数に異なる意味づけがなされてよい。移動速度や表示数のいずれか一方の
みを変化させるようにしてもよい。表示単位１３６の大きさや形状を変化させるようにし
てもよい。表示単位１３６が移動する表示により、電力の流れを示すことができる。表示
単位１３６は、例えば、矩形のマークとされる。円形など他の形状でもよく、さらに、赤
色や青色などの任意の色で着色されてもよい。
【００７６】
　なお、指Ｆ１をスライドさせる操作に応じて、連結路１３５が徐々に形成されるような
表示がなされるようにしてもよい。さらに、ドラッグ操作が、指Ｆ１をマーク１３１から
マーク１３０に向かってスライドさせることによりなされてもよい。この場合でも、電力
の流れに対応して、表示単位１３６は、マーク１３０からマーク１３１に向かって、連結
路１３５を移動する。
【００７７】
　図６は、第１の具体例における処理の流れの一例を示すフローチャートである。図６に
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示す処理は、例えば、ホームサーバ１００の制御に基づいて実行される。
【００７８】
　ステップＳＴ１では、電力の供給側のマーク（例えば、マーク１３０）と、電力の消費
側のマーク（マーク１３１）とが、表示部１０１に表示中であるか否かが判断される。マ
ーク１３０およびマーク１３１が表示されていない場合は、処理がステップＳＴ１に戻り
、ステップＳＴ１の判断処理が繰り返される。マーク１３０およびマーク１３１が表示部
１０１に表示中である場合は、処理がステップＳＴ２に進む。
【００７９】
　ステップＳＴ２では、ドラッグ操作がなされたか否かが判断される。すなわち、ドラッ
グ操作に対応する操作信号Ｓ３ｂが表示部１０１から供給されたか否かが、ホームサーバ
１００により判断される。ドラッグ操作がなされない場合は処理がステップＳＴ２に戻り
、ステップＳＴ２の判断処理が繰り返される。ドラッグ操作がなされる場合は、処理がス
テップＳＴ３に進む。
【００８０】
　ステップＳＴ３では、ドラッグ操作に応じて、連結路１３５が表示部１０１に表示され
る。そして、処理がステップＳＴ４に進む。
【００８１】
　ステップＳＴ４では、ドラッグ操作に応じてホームサーバ１００が所定の制御を行う。
表示部１０１の表示内容に対応する制御がホームサーバ１００により実行される。例えば
、ホームサーバ１００は、切替部１０３にスイッチＳＷ２ａをオンするための制御信号Ｓ
１を供給する。制御信号Ｓ１に応じてスイッチＳＷ２ａがオンする。テレビジョン装置１
２０ｂに対して電力Ｐ２が供給され、テレビジョン装置１２０ｂがスタンバイ状態となる
。なお、スイッチＳＷ２ｂはオフされたままである。
【００８２】
　ドラッグ操作に応じてホームサーバ１００が行う制御の内容は、テレビジョン装置１２
０ｂに対する電力Ｐ２の供給に限られない。ユーザが知覚できる制御がホームサーバ１０
０により行われてもよい。例えば、スイッチＳＷ２ａがオンされることにより、電力Ｐ２
がテレビジョン装置１２０ｂに供給される。ホームサーバ１００は、負荷コントローラ１
２１ｂに対してテレビジョン装置１２０ｂを起動するための制御信号Ｓ１０ｂを供給する
。制御信号Ｓ１０ｂに応じて、負荷コントローラ１２１ｂは、テレビジョン装置１２０ｂ
を起動する。このように、ユーザが知覚できる制御が行われる方が、ユーザインターフェ
ースとしては好ましい。ステップＳＴ４の処理に続いて、処理がステップＳＴ５に進む。
【００８３】
　ステップＳＴ５では、マーク１３０からマーク１３１に向かって連結路１３５を移動す
る表示単位１３６が表示される。例えば、テレビジョン装置１２０ｂで使用される電力に
応じて、表示単位１３６の個数や移動速度が設定される。設定された個数や移動速度に基
づいて、表示単位１３６が表示される。
【００８４】
　図７に示すように、電力の消費側のマークが複数あってもよい。例えば、照明装置１２
０ｃに対応するマーク１３８が表示されてもよい。マーク１３８は、マーク１３１と同様
に、矩形のマーク１３８ａと、接続端子を模したマーク１３８ｂと、照明装置１２０ｃを
模したマーク１３８ｃとを含む。連結路１３５が表示される場合は、マーク１３８ｂは表
示されない。
【００８５】
　例えば、マーク１３０とマーク１３８とを結びつけるドラッグ操作に応じて、連結路１
３５が分岐する。連結路１３５の分岐の先が、マーク１３８に接続される。連結路１３５
の途中の箇所を始点とし、マーク１３８の近傍の箇所を終点とするドラッグ操作を行うこ
とにより、マーク１３０とマーク１３８とを連結する連結路が表示されてもよい。表示さ
れた連結路を表示単位１３６が移動する。ドラッグ操作に応じて、照明装置１２０ｃが点
灯する制御がホームサーバ１００によって行われてもよい。マーク１３０とマーク１３８
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を連結する、連結路１３５とは独立した連結路が表示されるようにしてもよい。分岐した
それぞれの連結路を移動する表示単位の個数を、分岐前の連結路を移動する表示単位の個
数の略半分としてもよい。
【００８６】
　以上、説明したように、例えば、ドラッグ操作を行うことにより、電力を供給する側の
装置から電力を消費する側の装置に対して、所定物の一例である電力が供給される。なお
、所定物は、必ずしも有体物や人が知覚できるものに限られない。
【００８７】
「１－４．第２の具体例」
　次に、第２の具体例について説明する。表示部１０１には、例えば、図５に例示したよ
うに、マーク１３０と、マーク１３１と、マーク１３０およびマーク１３１を連結する連
結路１３５と、連結路１３５を移動する複数の表示単位１３６が表示されているものとし
て説明する。
【００８８】
　図８は、第２の具体例における表示部１０１に対する操作を示す。例えば、指Ｆ１を使
用して、連結路１３５を遮断するように表示部１０１をなぞる操作が行われる。以下、こ
の操作を、適宜、カット操作またはシングルカット操作と称する。カット操作に応じて、
連結路１３５および連結路１３５を移動する表示単位１３６が消去され、非表示となる。
表示部１０１には、マーク１３０およびマーク１３１が離隔して表示される。例えば、図
３と同様にして、マーク１３０およびマーク１３１が表示部１０１に表示される。
【００８９】
　図９は、第２の具体例における処理の流れの一例を示すフローチャートである。図９に
示す処理は、例えば、ホームサーバ１００の制御に基づいて実行される。
【００９０】
　ステップＳＴ１１では、電力の供給側のマーク（例えば、マーク１３０）と、電力の消
費側のマーク（例えば、マーク１３１）と、連結路１３５と、連結路１３５を移動する複
数の表示単位１３６（適宜、マーク１３０等と略称する）が表示部１０１に表示中である
か否が判断される。マーク１３０等が表示部１０１に表示されていない場合は、処理がス
テップＳＴ１１に戻り、ステップＳＴ１１の判断処理が繰り返される。マーク１３０等が
表示部１０１に表示中である場合は、処理がステップＳＴ１２に進む。
【００９１】
　ステップＳＴ１２では、カット操作がなされたか否かが判断される。ホームサーバ１０
０は、表示部１０１における連結路１３５の表示位置を保持している。このため、操作信
号Ｓ３ｂにより示される指Ｆ１による操作箇所と、連結路１３５の表示位置とに基づいて
、カット操作がなされたか否かをホームサーバ１００が判断できる。カット操作がなされ
ない場合は、処理がステップＳＴ１２に戻り、ステップＳＴ１２の判断処理が繰り返され
る。カット操作がなされると、処理がステップＳＴ１３に進む。
【００９２】
　ステップＳＴ１３では、カット操作に応じてホームサーバ１００が所定の制御を行う。
表示部１０１には、ホームサーバ１００は、負荷コントローラ１２１ｂに対してテレビジ
ョン装置１２０ｂをオフするための制御信号Ｓ１０ｂを供給する。制御信号Ｓ１０ｂに応
じて、負荷コントローラ１２１ｂはテレビジョン装置１２０ｂをオフする。テレビジョン
装置１２０ｂは、例えば、スタンバイ状態に遷移する。そして、処理がステップＳＴ１４
に進む。
【００９３】
　ステップＳＴ１４では、テレビジョン装置１２０ｂに対する電力の供給が停止されたこ
とに対応する表示がなされる。例えば、連結路１３５および表示単位１３６を表示部１０
１から消去する処理が行われる。
【００９４】
　なお、複数の指を使用してカット操作がなされてもよい。例えば、図１０に示すように
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、２本の指（指Ｆ１および指（中指）Ｆ２）を使用したカット操作がなされてもよい。２
本の指を使用したカット操作を、適宜、ダブルカット操作と称する。
【００９５】
　シングルカット操作およびダブルカット操作のそれぞれに応じて、異なる制御がホーム
サーバ１００によって行われるようにしてもよい。例えば、シングルカット操作に応じて
、テレビジョン装置１２０ｂがオフされ、スタンバイ状態とされる制御が行われる。ダブ
ルカット操作に応じて、テレビジョン装置１２０ｂがオフされ、かつ、スイッチＳＷ２ａ
がオフされる制御が行われてもよい。スイッチＳＷ２ａがオフされるため、待機電力をな
くすことができる。
【００９６】
　表示部１０１上で電力の流れを止める操作は、カット操作に限られない。例えば、図１
１に示すような、指Ｆ１により連結路１３５の所定箇所を所定時間、押下し、表示単位１
３６の移動を妨げる操作でもよい。この操作を、適宜、ホールド操作を称する。ホールド
操作に応じて表示単位１３６の移動が妨げられ、表示単位が停止する。すなわち、あたか
もテレビジョン装置に対する電力の供給が停止した様子が表示される。ホールド操作に応
じて、テレビジョン装置１２０ｂがオフされる。スイッチＳＷ２ａをオフする制御が行わ
れてもよい。
【００９７】
　指Ｆ１が表示部１０１から離され、ホールド操作が解除されると、表示単位１３６が再
び移動を開始する。ホールド操作の解除に応じて、テレビジョン装置１２０ｂがオンされ
る制御がホームサーバ１００により行われてもよい。
【００９８】
「１－５．第３の具体例」
　次に、第３の具体例について説明する。表示部１０１には、例えば、マーク１３０と、
照明装置１２０ｃに対応するマーク１３８、マーク１３０およびマーク１３８を連結する
連結路１３５と、連結路１３５を移動する複数の表示単位１３６が表示されているものと
して説明する。
【００９９】
　図１２は、第３の具体例における表示部１０１に対する操作を示す。例えば、指Ｆ１お
よび指（親指）Ｆ３により表示部１０１の所定位置を押下し、連結路１３５の幅を狭める
ように２本の指を近づける操作が行われる。この操作を、ピンチイン操作と、適宜、称す
る。指Ｆ１および指Ｆ３により押下される表示部１０１の所定位置は、連結路１３５が表
示される表示領域や、連結路１３５の周辺における予め設定された領域など、表示部１０
１の大きさ等に応じて適切に設定される。
【０１００】
　図１３は、ピンチイン操作がなされた場合の表示の一例を示す。ピンチイン操作に応じ
て、例えば、表示単位１３６の移動速度が小さくなる。連結路１３５の幅の大きさを小さ
くしてもよい。表示単位１３６の移動速度を変更せずに、表示単位１３６の表示数（表示
間隔）を少なくしてもよい。
【０１０１】
　図１４は、第３の具体例における処理の流れの一例を示すフローチャートである。図１
４に示す処理は、例えば、ホームサーバ１００の制御に基づいて実行される。
【０１０２】
　ステップＳＴ２１では、電力の供給側のマーク（例えば、マーク１３０）と、電力の消
費側のマーク（例えば、マーク１３８）と、連結路１３５と、連結路１３５を移動する複
数の表示単位１３６（適宜、マーク１３０等と略称する）が表示部１０１に表示中である
か否が判断される。マーク１３０等が表示部１０１に表示されていない場合は、処理がス
テップＳＴ２１に戻り、ステップＳＴ２１の判断処理が繰り返される。マーク１３０等が
表示部１０１に表示中である場合は、処理がステップＳＴ２２に進む。
【０１０３】
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　ステップＳＴ２２では、ピンチイン操作がなされたか否かが判断される。ピンチイン操
作がなされたか否かの判断は、公知の方法によって判断される。ピンチイン操作がなされ
ない場合は、処理がステップＳＴ２２に戻り、ステップＳＴ２２の判断処理が繰り返され
る。ピンチイン操作がなされると、処理がステップＳＴ２３に進む。
【０１０４】
　ステップＳＴ２３では、ピンチイン操作に応じてホームサーバ１００が所定の制御を行
う。ホームサーバ１００は、例えば、照明装置１２０ｃの明るさを暗くする制御を行う。
この制御により照明装置１２０ｃの明るさが暗くなり、照明装置１２０ｃの消費電力が小
さくなる。
【０１０５】
　ホームサーバ１００は、負荷コントローラ１２１ｃに対して、照明装置１２０ｃの明る
さを暗くするための制御信号Ｓ１０ｃを供給する。制御信号Ｓ１０ｃに応じて、負荷コン
トローラ１２１ｃは照明装置１２０ｃの明るさ（照度）を所定の割合でもって小さくする
。そして、処理がステップＳＴ２４に進む。
【０１０６】
　ステップＳＴ２４では、消費電力が減少したことに対応する表示がなされる。例えば、
表示単位１３６の移動速度が小さくされる。なお、消費電力の増減に応じて、表示単位１
３６の移動速度をどの程度、変更するかは、表示部１０１の大きさ等に応じて、適宜、設
定できる。
【０１０７】
　一度、ピンチイン操作がなされた後に、再度、ピンチイン操作がなされた場合には、照
明装置１２０ｃの明るさをさらに暗くする制御が行われてもよい。電力を消費する側の装
置は照明装置１２０ｃに限られない。例えば、電力を消費する側の装置が、テレビジョン
装置１２０ｂの場合は、ピンチイン操作に応じて、テレビジョン装置１２０ｂの表示パネ
ルの明るさを暗くする制御が、ホームサーバ１００および負荷コントローラ１２１ｂによ
り行われる。テレビジョン装置１２０ｂの表示パネルの明るさを暗くする制御により、テ
レビジョン装置１２０ｂの消費電力が小さくなる。表示単位１３６の移動速度がさらに小
さくされる。
【０１０８】
　例えば、電力を消費する側の装置が、冷房装置として使用される空調装置１２０ｄの場
合は、空調装置１２０ｄの設定温度を上げる制御がホームサーバ１００および負荷コント
ローラ１２１ｄにより行われる。この制御により、空調装置１２０ｄの消費電力が小さく
なる。空調装置１２０ｄが暖房装置として使用される場合は、空調装置１２０ｄの設定温
度を下げる制御がホームサーバ１００および負荷コントローラ１２１ｄにより行われる。
この制御により、空調装置１２０ｄの消費電力が小さくなる。
【０１０９】
「１－６．第４の具体例」
　次に、第４の具体例について説明する。表示部１０１には、例えば、マーク１３０と、
照明装置１２０ｃに対応するマーク１３８、マーク１３０およびマーク１３８を連結する
連結路１３５と、連結路１３５を移動する複数の表示単位１３６が表示されているものと
して説明する。
【０１１０】
　図１５は、第４の具体例における表示部１０１に対する操作を示す。例えば、指Ｆ１お
よび指Ｆ３により表示部１０１の所定位置を押下し、連結路１３５の幅を広げるように２
本の指を離す操作が行われる。この操作を、ピンチアウト操作と、適宜、称する。指Ｆ１
および指Ｆ３により押下される表示部１０１の所定位置は、連結路１３５が表示される表
示領域や、連結路１３５の周辺における予め設定された領域など、表示部１０１の大きさ
等に応じて適切に設定される。
【０１１１】
　図１６は、ピンチアウト操作がなされた場合の表示の一例を示す。ピンチアウト操作に
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応じて、例えば、連結路１３５の幅が大きくなり、表示単位１３６の移動速度が大きくな
る。さらに、移動する表示単位１３６の個数が増加する。連結路１３５の幅を変更せずに
、表示単位１３６の移動速度が大きくしたり、移動する表示単位１３６の個数を増加させ
るようにしてもよい。
【０１１２】
　図１７は、第４の具体例における処理の流れの一例を示すフローチャートである。図１
７に示す処理は、例えば、ホームサーバ１００の制御に基づいて実行される。
【０１１３】
　ステップＳＴ３１では、電力の供給側のマーク（例えば、マーク１３０）と、電力の消
費側のマーク（例えば、マーク１３８）と、連結路１３５と、連結路１３５を移動する複
数の表示単位１３６（適宜、マーク１３０等と略称する）が表示部１０１に表示中である
か否が判断される。マーク１３０等が表示部１０１に表示されていない場合は、処理がス
テップＳＴ３１に戻り、ステップＳＴ３１の判断処理が繰り返される。マーク１３０等が
表示部１０１に表示中である場合は、処理がステップＳＴ３２に進む。
【０１１４】
　ステップＳＴ３２では、ピンチアウト操作がなされたか否かが判断される。ピンチアウ
ト操作がなされたか否かの判断は、公知の方法によって判断される。ピンチアウト操作が
なされない場合は、処理がステップＳＴ３２に戻り、ステップＳＴ３２の判断処理が繰り
返される。ピンチアウト操作がなされると、処理がステップＳＴ３３に進む。
【０１１５】
　ステップＳＴ３３では、ピンチアウト操作に応じてホームサーバ１００が所定の制御を
行う。ホームサーバ１００は、例えば、照明装置１２０ｃの明るさを明るくする制御を行
う。この制御により照明装置１２０ｃの明るさが明るくなり、照明装置１２０ｃの消費電
力が大きくなる。
【０１１６】
　ホームサーバ１００は、負荷コントローラ１２１ｃに対して、照明装置１２０ｃの明る
さを明るくするための制御信号Ｓ１０ｃを供給する。制御信号Ｓ１０ｃに応じて、負荷コ
ントローラ１２１ｃは照明装置１２０ｃの明るさ（照度）を所定の割合でもって明るくす
る。そして、処理がステップＳＴ３４に進む。
【０１１７】
　ステップＳＴ３４では、消費電力が増加したことに対応する表示がなされる。例えば、
連結路１３５の幅を大きくし、表示単位１３６の移動速度が大きくされる。さらに、移動
する表示単位１３６の表示数が増加される。
【０１１８】
　一度、ピンチアウト操作がなされた後に、再度、ピンチアウト操作がなされた場合には
、照明装置１２０ｃの明るさをさらに明るくする制御が行われてもよい。電力を消費する
側の装置は照明装置１２０ｃに限られない。例えば、電力を消費する側の装置が、テレビ
ジョン装置１２０ｂの場合は、ピンチアウト操作に応じて、テレビジョン装置１２０ｂの
表示パネルの明るさを明るくする制御が、ホームサーバ１００および負荷コントローラ１
２１ｂにより行われる。テレビジョン装置１２０ｂの表示パネルの明るさを明るくする制
御により、テレビジョン装置１２０ｂの消費電力が小さくなる。表示単位１３６の移動速
度がさらに大きくされ、表示単位１３６の表示数がさらに増加される。
【０１１９】
　例えば、電力を消費する側の機器が、冷房装置として使用される空調装置１２０ｄの場
合は、空調装置１２０ｄの設定温度を下げる制御がホームサーバ１００および負荷コント
ローラ１２１ｄにより行われる。この制御により、空調装置１２０ｄの消費電力が大きく
なる。空調装置１２０ｄが暖房装置として使用される場合は、空調装置１２０ｄの設定温
度を上げる制御がホームサーバ１００および負荷コントローラ１２１ｄにより行われる。
この制御により、空調装置１２０ｄの消費電力が大きくなる。
【０１２０】
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「１－７．第５の具体例」
　次に、第５の具体例について説明する。第５以下の具体例では、マークの表示態様が上
述したマーク１３０等と異なる。
【０１２１】
　図１８Ａは、蓄電装置１０２に対応するマーク１５０の一例を示す。マーク１５０は、
例えば、矩形とされるマーク１５０ａを含む。マーク１５０ａの上部に、蓄電装置１０２
を模した電池のマーク１５０ｂが表示される。蓄電装置１０２は、電力を供給する装置で
もあり、電力が供給される装置でもある。したがって、２つの接続端子を模したマーク１
５０ｃおよびマーク１５０ｄが表示される。マーク１５０ｃおよびマーク１５０ｄは、例
えば、マーク１５０ａの両端に表示される。
【０１２２】
　マーク１５０ａの内部には、例えば、蓄電装置１０２の残容量の割合（例えば、６０％
）が表示される。ホームサーバ１００は、蓄電装置１０２の蓄電コントローラ１１０との
通信とにより、蓄電装置１０２の残容量の割合に関する情報を取得できる。ホームサーバ
１００は、取得した情報に基づいて、蓄電装置１０２の残容量の割合を表示部１０１に表
示する制御を行う。
【０１２３】
　マーク１５０ｃの内部には、例えば、蓄電装置１０２に対して供給される電力（電力Ｐ
２、電力Ｐ３および電力Ｐ４）の合計値（例えば、２００Ｗ（ワット））が表示される。
電力Ｐ２の値は、ラインＬ１に接続される負荷の台数や、ユーザと電力会社との間の契約
等に応じて設定される値であり、この値は、例えば、ホームサーバ１００が有するＲＡＭ
等に保持される。
【０１２４】
　ホームサーバ１００は、パワーコンディショナ１０５との間の通信により、信号Ｓ４に
より示される電力Ｐ３の値を取得する。ホームサーバ１００は、パワーコンディショナ１
０６との間の通信により、信号Ｓ５により示される電力Ｐ４の値を取得する。ホームサー
バ１００は、これらの電力に関する情報に基づいて、マーク１５０ｃの内部に表示される
数値の表示を制御する。
【０１２５】
　マーク１５０ｄには、蓄電装置１０２に接続される負荷１２０の消費電力の合計値（例
えば、８０Ｗ）が表示される。ホームサーバ１００は、負荷コントローラ１２１との間の
通信により、負荷１２０の現在の消費電力を取得する。ホームサーバ１００は、負荷１２
０の現在の消費電力の合計値を求め、合計値をマーク１５０ｄの内部に表示する制御を行
う。なお、マーク１５０ａ、マーク１５０ｃおよびマーク１５０ｄの内部に表示される数
値は変動しうる。
【０１２６】
　図１８Ｂは、テレビジョン装置１２０ｂに対応するマーク１５１の一例を示す。マーク
１５１は、例えば、矩形のマーク１５１ａを含む。マーク１５１ａの上部にテレビジョン
装置１２０ｂを模したマーク１５１ｂが表示される。テレビジョン装置１２０ｂは、電力
が供給される装置である。したがって、接続端子を模したマーク１５１ｃが１つ表示され
る。マーク１５１ｃは、例えば、マーク１５１ａの左側に表示される。
【０１２７】
　マーク１５１ａの内部には、マーク１５１が対応する装置の消費電力が表示される。例
えば、テレビジョン装置１２０ｂの現在の消費電力（例えば、２３０Ｗ）が表示される。
ホームサーバ１００は、負荷コントローラ１２１との間の通信により負荷１２０の現在の
消費電力を取得する。ホームサーバ１００は、取得した消費電力の情報をマーク１５１ａ
の内部に表示する制御を行う。なお、テレビジョン装置１２０ｂの動作の状況や設定に応
じて、テレビジョン装置１２０ｂの消費電力は変動する。このため、マーク１５１ａの内
部に表示される数値も変動しうる。
【０１２８】
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　近年の電子機器には、電子機器における消費電力を小さくするモード（節電モード）が
設定できるものが多い。節電モードが設定された場合には、マーク１５１ａの内部の数値
は、２３０Ｗに比して小さくなる。
【０１２９】
　図１９は、第５の具体例における表示部１０１の表示の一例を示す。表示部１０１には
、太陽光発電装置３に対応するマーク１５２が表示される。マーク１５２は、矩形のマー
ク１５２ａと、マーク１５２ａの上部に表示され、太陽光パネルを模したマーク１５２ｂ
とを含む。マーク１５２ａの内部には、太陽光発電装置３からの現在の電力の供給量（例
えば、４５２Ｗ）が表示される。
【０１３０】
　表示部１０１には、系統電力２に対応するマーク１５３が表示される。マーク１５３は
、矩形のマーク１５３ａと、マーク１５３ａの上部に表示され、系統電力２（交流の電圧
源）を模したマーク１５３ｂとを含む。マーク１５３ａの内部には、系統電力２からの現
在の電力の供給量（例えば、４２０Ｗ）が表示される。なお、系統電力２から供給される
電力は、蓄電装置１０２および切替部１０３のそれぞれに供給することができる。このた
め、マーク１５３ａの右側からは、独立した２本の連結路（後述する連結路１６０および
連結路１６５）が延在する。
【０１３１】
　表示部１０１には、蓄電装置１０２に対応するマーク１５０が表示される。表示部１０
１には、テレビジョン装置１２０ｂに対応するマーク１５１が表示される。マーク１５０
およびマーク１５１については、上述したので、重複した説明を省略する。
【０１３２】
　表示部１０１には、冷蔵庫１２０ａに対応するマーク１５５が表示される。マーク１５
５は、矩形のマーク１５５ａと、マーク１５５ａの上部に表示され、冷蔵庫１２０ａを模
したマーク１５５ｂとを含む。マーク１５５ａの内部には、冷蔵庫１２０ａの現在の消費
電力（例えば、４０Ｗ）が表示される。
【０１３３】
　表示部１０１には、照明装置１２０ｃに対応するマーク１５６が表示される。マーク１
５６は、矩形のマーク１５６ａと、マーク１５６ａの上部に表示され、照明装置１２０ｃ
を模したマーク１５６ｂとを含む。マーク１５６ａの内部には、照明装置１２０ｃの現在
の消費電力（例えば、３０Ｗ）が表示される。
【０１３４】
　表示部１０１には、複数の連結路が表示される。例えば、マーク１５２およびマーク１
５３と、マーク１５０とを連結する連結路１６０が表示される。マーク１５２からマーク
１５０に向かって複数の表示単位１６１が連結路１６０を移動する。さらに、マーク１５
３からマーク１５０に向かって複数の表示単位１６１が連結路１６０を移動する。
【０１３５】
　マーク１５３とマーク１５５とを連結する連結路１６５が表示される。マーク１５３か
らマーク１５５に向かって複数の表示単位１６６が連結路１６５を移動する。
【０１３６】
　マーク１５０とマーク１５１およびマーク１５６とを連結する連結路１６８が表示され
る。連結路１６８は途中から分岐し、マーク１５１およびマーク１５６のそれぞれと接続
する。マーク１５０から、マーク１５１およびマーク１５６のそれぞれに向かって、表示
単位１６９が連結路１６８を移動する。なお、蓄電装置１０２に対応するマーク１５０に
向かって移動する表示単位１６１と、負荷１２０に対応するマーク（例えば、マーク１５
１、マーク１５５およびマーク１５６）に向かって移動する表示単位１６９とが異なる色
で着色されて表示されてもよい。
【０１３７】
　図１９に例示する表示により、太陽光発電装置３および系統電力２から蓄電装置１０２
に対して電力が供給されている様子が表示される。さらに、系統電力２から供給される電
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力が冷蔵庫１２０ａに供給されている様子が表示される。さらに、蓄電装置１０２から供
給される電力Ｐ５が、テレビジョン装置１２０ｂおよび照明装置１２０ｃに供給されてい
る様子が表示される。
【０１３８】
　なお、表示部１０１における各マークの表示位置は適宜、変更できるが、電力の流れを
考慮して、表示部１０１の一方（例えば、左側）に電力を供給する側のマークが近接して
表示され、表示部１０１の他方（例えば、右側）に電力を消費する側のマークが近接して
表示されることが好ましい。
【０１３９】
　なお、風力発電装置４に対応するマークが表示されていない。これは、例えば、無風で
あり、風力発電装置４の発電量が小さいことを意味する。このように、一定以上の発電量
がない発電装置を表示部１０１に表示しないようにしてもよい。風力発電装置４に対応す
るマークを、０Ｗの数値とともに表示してもよい。
【０１４０】
　図１９の表示に対応したスイッチＳＷのオンまたはオフの状態について説明する。表示
部１０１には、系統電力２に対応するマーク１５３から冷蔵庫１２０ａに対応するマーク
１５５に向かって電力が流れている様子が表示されている。この表示に対応するように、
スイッチＳＷがオン／オフされる。すなわち、切替部１０３におけるスイッチＳＷ１ａが
オンされ、スイッチＳＷ１ｂがオフされる。
【０１４１】
　表示部１０１には、蓄電装置１０２に対応するマーク１５０からテレビジョン装置１２
０ｂに対応するマーク１５１および照明装置１２０ｃに対応するマーク１５６に向かって
電力が流れている様子が表示されている。切替部１０３におけるスイッチＳＷ２ａがオフ
され、スイッチＳＷ２ｂがオンされる。さらに、切替部１０３におけるスイッチＳＷ３ａ
がオフされ、スイッチＳＷ３ｂがオンされる。なお、表示部１０１には、空調装置１２０
ｄに対する電力の流れが表示されていない。このため、スイッチＳＷ４ａおよびスイッチ
ＳＷ４ｂはオフされる。
【０１４２】
　太陽光発電装置３から、例えば、４５２Ｗの電力が蓄電装置１０２に供給される。これ
に対応して、マーク１５２ａの内部に４５２Ｗが表示される。系統電力２からは、例えば
、４２０Ｗの電力が供給され、そのうち、４０Ｗの電力が冷蔵庫１２０ａにより消費され
、残りの３８０Ｗが蓄電装置１０２に供給される。これに対応して、マーク１５３ａの内
部には４２０Ｗが表示され、マーク１５５ａの内部に４０Ｗが表示される。マーク１５０
ｃの内部に、電力の供給量の合計値（４５２＋３８０）である８３２Ｗが表示される。マ
ーク１５０ａの内部に、蓄電装置１０２の残容量の合計の割合（例えば、５９％）が表示
される。
【０１４３】
　テレビジョン装置１２０ｂでは、例えば、２３０Ｗの電力が消費され、照明装置１２０
ｃでは、例えば、３０Ｗの電力が消費される。これに対応して、マーク１５１ａの内部に
２３０Ｗが表示され、マーク１５６ａの内部に３０Ｗが表示される。マーク１５０ｄの内
部に、テレビジョン装置１２０ｂの消費電力および照明装置１２０ｃの消費電力の合計値
（２３０＋３０）である２６０Ｗが表示される。
【０１４４】
　ところで、図１９の表示からは、負荷１２０における消費電力の合計（３００Ｗ）に比
して太陽光発電装置３から供給される電力（４５２Ｗ）が大きいことがわかる。さらに、
蓄電装置１０２の残容量も少なくない。このような場合には、系統電力２から供給される
電力を使用せずに、太陽光発電装置３から供給される電力、言い換えれば、蓄電装置１０
２から供給される電力を使用することが、費用および省エネルギーの観点から好ましい。
第５の具体例では、表示部１０１に対する操作に応じて、電力の供給源を切り替えること
ができる。
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【０１４５】
　図２０は、第５の具体例における操作を示す。第５の具体例では、複数の操作が連続的
になされる。例えば、始めに、連結路１６５に対する（シングル）カット操作がなされる
。次に、マーク１５０の例えば、マーク１５０ｄ付近の箇所と、マーク１５５の例えば、
マーク１５５ａとを結びつけるドラッグ操作がなされる。
【０１４６】
　図２１は、操作後の表示の一例を示す。カット操作に応じて、連結路１６５および連結
路１６５を移動する表示単位１６６が表示部１０１から消去され、非表示とされる。なお
、連結路１６５が非表示されることに応じて、マーク１５３には、接続端子を模したマー
ク１５３ｃを表示しているが、マーク１５３ｃは表示されなくてもよい。
【０１４７】
　ドラッグ操作に応じて、マーク１５０とマーク１５５とを連結する連結路が表示される
。例えば、連結路１６８が延伸され、連結路１６８がマーク１５５ａに接続された表示が
なされる。そして、表示単位１６９が、さらに、マーク１５５に向かうように移動する。
【０１４８】
　系統電力２から供給される電力を使用する負荷１２０がなくなる。なお、マーク１５３
とマーク１５０とが接続されていることから、系統電力２から蓄電装置１０２に対しては
、例えば、３８０Ｗの電力の供給が継続する。これに対応して、マーク１５３ａの内部に
３８０Ｗが表示される。これに対応して、マーク１５０ｃの内部に８３２Ｗが表示される
。冷蔵庫１２０ａには蓄電装置１０２から電力が供給される。このため、マーク１５０ｄ
の内部に３００Ｗ（３０＋２３０＋４０）が表示される。なお、系統電力２から蓄電装置
１０２に対する電力の供給を停止する場合は、連結路１６０におけるマーク１５３に接続
される箇所の付近に対して、カット操作を行えばよい。
【０１４９】
　カット操作およびドラッグ操作に応じて、ホームサーバ１００は、切替部１０３に対し
て制御信号Ｓ１を供給し、切替部１０３のスイッチＳＷのオン／オフを制御する。ホーム
サーバ１００は、スイッチＳＷ１ａをオフし、スイッチＳＷ１ｂをオンするための制御信
号Ｓ１を切替部１０３に供給する。なお、瞬間的に電力が供給されない状態が生じること
を防止するため、一旦、スイッチＳＷ１ａおよびスイッチＳＷ１ｂをともにオンした後に
、スイッチＳＷ１ａをオフするようにしてもよい。スイッチＳＷ１ａおよびスイッチＳＷ
１ｂと、冷蔵庫１２０ａとの間に、蓄電部を接続する構成とし、冷蔵庫１２０ａに対して
常に電力が供給されるようにしてもよい。
【０１５０】
　このように、太陽光発電装置３の発電量などの表示を確認しつつ、負荷１２０への電力
の供給源（例えば、系統電力２および蓄電装置１０２）を簡単に切り替えることができる
。このため、例えば、エネルギーおよび電力料金の節約を図ることができる。
【０１５１】
「１－８．第６の具体例」
　次に、第６の具体例について説明する。表示部１０１には、図２１に例示した表示内容
と同一の表示内容が表示されているものとして説明する。
【０１５２】
　図２２は、第６の具体例における操作を示す。連結路１６８におけるマーク１５６の付
近の箇所（説明の便宜上、参照符号１７０を付している）に対して、指Ｆ１および指Ｆ３
を使用したピンチアウト操作がなされる。
【０１５３】
　図２３は、ピンチアウト操作後の表示の一例を示す。ピンチアウト操作に応じて、連結
路１６８における連結路１７０を移動する表示単位１６９の移動速度が大きくなる。なお
、連結路１６８を移動する他の表示単位１６９の移動速度は変化しない。
【０１５４】
　ホームサーバ１００は、ピンチアウト操作に応じて、照明装置１２０ｃの照度を大きく
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するための制御信号Ｓ１０ｃを負荷コントローラ１２１ｃに供給する。制御信号Ｓ１０ｃ
に応じて、負荷コントローラ１２１ｃは、照明装置１２０ｃの照度を大きくする制御を行
う。この制御に応じて、照明装置１２０ｃにおける消費電力が例えば、３０Ｗから４０Ｗ
に増加する。よって、表示部１０１におけるマーク１５６ａの内部に表示される数値が３
０Ｗから４０Ｗに変化する。これにともない、マーク１５０ｄの内部に表示される数値が
３００Ｗから３１０Ｗに変化する。
【０１５５】
　このように、負荷１２０ごとの使用態様（例えば、通常の使用態様、節電モードでの使
用態様、冷蔵庫における急速冷凍や照明装置における照度を大きくする等の消費電力が大
きくなる表示態様）に応じて、表示単位の移動速度の大きさを変化させることができる。
不必要に電力が使用される場合には、ユーザは、例えば、ピンチイン操作を行うことによ
り、マークに対応する装置の消費電力を小さくすることができる。
【０１５６】
＜２．変形例＞
　以上、本開示の一実施形態について説明したが、本開示は、上述した実施形態に限られ
ることなく、種々の変形が可能である。
【０１５７】
「２－１．携帯端末について」
　上述した一実施形態では、制御装置１が有する表示部１０１に対して操作を行うものと
して説明したが、携帯端末２００の表示部に対して操作を行うことにより、上述した処理
と同様の処理が行われるようにしてもよい。すなわち、携帯端末２００が表示制御装置と
されてもよい。
【０１５８】
　図２４は、携帯端末２００の主要な構成の一例を示す。携帯端末２００は、例えば、制
御部２０１、表示制御部２０２、表示部２０３、通信部２０４、オーディオ処理部２０５
、アンプ２０６、スピーカ２０７およびメモリ２０８を含む構成とされる。表示部２０３
は、表示部２０３に対して操作が可能なタッチパネルとして構成される。なお、図２４で
は、制御信号やデータの流れを実線の矢印により示している。
【０１５９】
　制御部２０１は、例えば、ＣＰＵからなり、携帯端末２００の各部を制御する。表示制
御部２０２は、ホームサーバ１００の表示制御機能と略同一の機能を有する。すなわち、
表示制御部２０２は、通信部２０４により受信される表示データに基づく表示がなされる
ように動作する。表示制御部２０２が動作することにより、表示部２０３に、一実施形態
で説明したマークや連結路が表示される。なお、表示制御部２０２の機能が制御部２０１
に組み込まれた構成としてもよい。
【０１６０】
　表示部２０３は、ＬＣＤパネルや有機ＥＬパネルなどからなる。表示部２０３は、例え
ば、静電容量方式のタッチパネルとして構成される。もちろん、抵抗膜方式や光学方式等
のタッチパネルでもよい。
【０１６１】
　通信部２０４は、他の装置（例えば、制御装置１におけるホームサーバ１００）と通信
を行う。例えば、通信部２０４を介して、携帯端末２００からホームサーバに対して、表
示データを要求する要求信号が送信される。要求信号に応じて、ホームサーバ１００から
所定の表示データが送信される。
【０１６２】
　携帯端末２００は、オーディオデータを再生する機能を有する。オーディオ処理部２０
５は、オーディオ処理部２０５に入力されるオーディオデータに対して、種々の信号処理
を行う。例えば、メモリ２０８に記憶されるオーディオデータがオーディオ処理部２０５
に入力される。オーディオ処理部２０５は、オーディオデータに対して、例えば、ＦＦＴ
処理、デジタルフィルタリング処理、デインタリーブ処理、デコード処理、レベルコント
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ロール処理、これらの処理が施されたデジタル信号をアナログ信号へと変換するＤＡＣ(D
igital to Analog Converter)処理などを行う。
【０１６３】
　アンプ２０６は、オーディオ処理部２０５から供給されるオーディオデータを所定の増
幅率でもって増幅する。アンプ２０６は、デジタルアンプにより構成されてもよい。アン
プ２０６によって増幅されるオーディオデータがスピーカ２０７から再生される。
【０１６４】
　メモリ２０８は、例えば、不揮発性のメモリからなり、メモリ２０８に、種々のプログ
ラムやデータが記憶される。例えば、メモリ２０８に、制御部２０１や表示制御部２０２
が実行するプログラムが格納される。メモリ２０８が、処理が実行される際のワークメモ
リとして使用されてもよい。通信部２０４を介してダウンロードされたアプリケーション
がメモリ２０８に記憶されるようにしてもよい。メモリ２０８が、携帯端末２００に対し
て着脱自在とされるメモリでもよい。メモリ２０８にオーディオデータや静止画のデータ
が記憶されるようにしてもよい。
【０１６５】
　なお、上述した携帯端末２００の構成は一例であり、これに限定されるものではない。
例えば、携帯端末２００が撮像機能等を有する構成としてもよい。
【０１６６】
　携帯端末２００の動作の一例について説明する。携帯端末２００の表示制御部２０２は
、例えば、所定の表示制御プログラムにしたがって、表示部２０３に電力を供給する側の
マークや、電力を消費する側のマークなどを表示する。表示制御プログラムは、例えば、
制御装置１と携帯端末２００との間でなされる通信により、制御装置１から携帯端末２０
０に送信される。表示制御プログラムが、表示制御部２０２が有するメモリ（図示を省略
している）に一時的に記憶される。
【０１６７】
　なお、制御装置１と携帯端末２００との間でなされる通信の方式は、例えば、赤外線を
用いた通信や、「Ｚｉｇｂｅｅ（登録商標）」規格による通信、「Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（
登録商標）」規格による通信、ネットワーク形成が容易な「Ｗｉ　Ｆｉ（登録商標）」に
よる通信などを利用することができる。もちろん、例示した規格による通信に限定される
ものではない。もちろん、近距離の無線の通信に限定されず、インターネット等のネット
ワークを介した通信でもよい。
【０１６８】
　表示部２０３に対して、ドラッグ操作、カット操作、ピンチイン操作、ピンチアウト操
作などの操作が可能とされる。表示制御部２０２は、操作に応じた表示がなされるように
表示部２０３を制御する。さらに、表示制御部２０２は、操作に応じた操作信号を生成し
、操作信号を所定のフォーマットに変換する。変換された操作信号が、通信部２０４を介
してホームサーバ１００に対して送信される。
【０１６９】
　ホームサーバ１００は、携帯端末２００から送信される操作信号に応じて、適宜、切替
部１０３におけるスイッチＳＷや、負荷コントローラ１２１を制御する。なお、各操作に
対応した具体的な処理の内容は、一実施形態において説明してあるので、重複した説明を
省略する。
【０１７０】
　このように、携帯端末の表示部に対してドラッグ操作等の操作がなされるようにしても
よい。携帯端末を、例えば、スマートハウスにおける電力の流れをコントロールする装置
として活用することができる。
【０１７１】
「２－２．他の変形例」
　他の変形例について説明する。図２５に示すように、パワーコンディショナ１０５から
出力される電力Ｐ３０およびパワーコンディショナ１０６から出力される電力Ｐ４０が、
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蓄電装置１０２を介さずに切替部１０３に供給されるようにしてもよい。すなわち、電力
Ｐ３０、電力Ｐ４０、系統電力２からの電力Ｐ２および蓄電装置１０２からの電力Ｐ５が
、切替部１０３に供給されるようにしてもよい。
【０１７２】
　図２６は、変形例における切替部１０３の構成の一例を示す。ラインＬ１およびライン
Ｌ２に加えて、電力Ｐ３０を伝送するラインＬ３および電力Ｐ４０を伝送するラインＬ４
が切替部１０３に設けられている。各負荷は、スイッチＳＷを介してラインＬ３およびラ
インＬ４に接続される。例えば、冷蔵庫１２０ａは、スイッチ１ｃを介してラインＬ３に
接続され、スイッチ１ｄを介してラインＬ４に接続される。例えば、テレビジョン装置１
２０ｂは、スイッチ２ｃを介してラインＬ３に接続され、スイッチ２ｄを介してラインＬ
４に接続される。図示は省略してるが、照明装置１２０ｃおよび空調装置１２０ｄも所定
のスイッチＳＷを介して、ラインＬ３およびラインＬ４のそれぞれに接続される。
【０１７３】
　太陽光発電装置３により発電される電力に基づく電力Ｐ３０により冷蔵庫１２０ａを駆
動する場合は、スイッチＳＷ１ｃをオンし、他のスイッチ（スイッチＳＷ１ａ、スイッチ
ＳＷ１ｂおよびスイッチＳＷ１ｄ）をオフする。風力発電装置４の電力に基づく電力Ｐ４
０により冷蔵庫１２０ａを駆動する場合は、スイッチＳＷ１ｄをオンし、他のスイッチ（
スイッチＳＷ１ａ、スイッチＳＷ１ｂおよびスイッチＳＷ１ｃ）をオフする。
【０１７４】
　なお、供給できる電力（例えば、現在の発電量の大小）に応じて、負荷側で使用される
電力が制御されるようにしてもよい。例えば、電力Ｐ３０により、冷蔵庫１２０ａを駆動
する例について説明する。太陽光発電装置３が供給可能な電力（例えば、現在の発電量）
は、信号Ｓ４としてホームサーバ１００に供給される。信号Ｓ４により示される発電量が
、例えば、閾値より大きい場合には、冷蔵庫１２０ａを通常のモードで駆動し、閾値以下
である場合には、冷蔵庫１２０ａを節電モードで駆動するように、ホームサーバ１００が
冷蔵庫１２０ａの負荷コントローラ１２１ａを制御してもよい。信号Ｓ４により示される
発電量が、さらに低下した場合には、系統電力２から冷蔵庫１２０ａに電力が供給される
制御が行われてもよい。
【０１７５】
　例えば、電力Ｐ３０により、空調装置１２０ｄを冷蔵装置として駆動する例について説
明する。太陽光発電装置３が供給可能な電力（例えば、現在の発電量）は、信号Ｓ４とし
てホームサーバ１００に供給される。信号Ｓ４により示される発電量が、例えば、閾値よ
り大きい場合には、空調装置１２０ｄの設定温度を低くして駆動する。すなわち、冷房を
強める。信号Ｓ４により示される発電量が、例えば、閾値より小さい場合には、空調装置
１２０ｄの設定温度を高くして駆動する。すなわち、冷房を弱める。このように、発電装
置の現在の発電量に応じて、負荷の動作が自動的に制御されるようにしてもよい。この制
御は、例えば、電力Ｐ３０により、空調装置１２０ｄを冷蔵装置として駆動することがユ
ーザにより指示された場合に、自動的に行われるようにしてもよい。
【０１７６】
　表示部１０１は、必ずしもタッチパネルとして構成される必要はない。制御装置１を、
例えば、マウスを有するパーソナルコンピュータとして構成する。表示部１０１に、マウ
スの操作に基づいて移動するポインタを表示し、ポインタを移動することにより、ドラッ
グ操作等と同様の操作がなされるようにしてもよい。さらに、音声によりドラッグ操作が
なされるようにしてもよい。但し、この場合には、制御装置１が音声認識を行う処理ブロ
ックを有する必要がある。
【０１７７】
　ドラッグ操作やピンチイン操作などに対応する制御は、一例である。各操作に応じて、
例示した制御と異なる制御が行われてもよい。さらに、数値に代えて、例えば、マークの
大きさにより発電量や消費電力を示してもよい。例えば、発電量が大きい発電装置や消費
電力が大きい装置に対応するマークを大きく表示し、発電量や消費電力が減少することに
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応じて、マークを小さくする制御が行われてもよい。
【０１７８】
　本開示は、好ましくは、エネルギー（電力）の流れに対して適用されるものであるが、
他の流れに対する制御に応用が可能である。すなわち、送り手と受け手が存在し、送り手
と受け手の間で、所定物がやりとりされるシステムに本開示の内容を適用できる。
【０１７９】
　例えば、ガスの元栓を模したマークと、ガスのコンロを模したマークを表示し、両方の
マークに対するドラッグ操作を行うことにより、コンロにガスが供給されるようにしても
よい。水栓を模したマークと、風呂を模したマークを表示し、両方のマークに対するドラ
ッグ操作を行うことにより、風呂に注水がなされるようにしてもよい。より大規模なシス
テムに適用する場合は、例えば、河川を模したマークと、貯水場を模したマークとを表示
する。ドラッグ操作に応じて、例えば、水門が開門される制御が行われ、河川の水が貯水
場に供給されるようにしてもよい。ピンチイン操作やピンチアウト操作に応じて、河川か
ら貯水場への水の流量が制御されるようにしてもよい。
【０１８０】
　送り手側と受け手側との間でやり取りされるものがデータ（例えば、デジタルデータ）
でもよい。例えば、デジタルデータの供給路に対するカット操作に応じて、デジタルデー
タの供給が停止し、デジタルデータの供給を停止できる。デジタルデータの供給路に対す
るピンチアウト操作に応じて、例えば、ビットレートが増加し、受けて側の機器において
高画質や高音質にする処理が行われるようにしてもよい。このように、本開示の内容は、
様々な応用が可能である。
【０１８１】
　さらに、本開示は、装置に限らず、方法、プログラム、プログラムが記録された記録媒
体として実現することができる。
【０１８２】
　なお、実施形態および変形例における構成および処理は、技術的な矛盾が生じない範囲
で適宜組み合わせることができる。例示した処理の流れにおけるそれぞれの処理の順序は
、技術的な矛盾が生じない範囲で適宜、変更できる。
【０１８３】
　本開示は、例示した処理が複数の装置によって分散されて処理される、いわゆるクラウ
ドシステムに対して適用することもできる。例示した処理が実行されるシステムであって
、例示した処理の少なくとも一部の処理が実行される装置として、本開示を実現すること
ができる。
【０１８４】
　本開示は、以下の構成をとることもできる。
（１）
　少なくとも、第１のマークと、第２のマークとを表示部に表示し、
　前記第１のマークと前記第２のマークとを結びつける操作に応じて、前記第１のマーク
と前記２のマークとを連結する連結路と、前記連結路を、前記第１のマークから前記第２
のマークに向かって移動する表示単位とを前記表示部に表示する
　表示制御装置。
（２）
　少なくとも、第１のマークと、第２のマークと、前記第１のマークと前記第２のマーク
とを連結する連結路と、前記連結路を前記第１のマークから前記第２のマークに向かって
移動する表示単位とを表示部に表示し、
　前記連結路に対する所定の操作に応じて、前記連結路および前記表示単位の少なくとも
一方の表示態様を変更する
　表示制御装置。
（３）
　前記連結路を遮断する操作に応じて、前記連結路および前記表示単位を非表示にする（
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２）に記載の表示制御装置。
（４）
　前記連結路の所定箇所を押下する操作に応じて、前記移動中の表示単位が停止する（２
）に記載の表示制御装置。
（５）
　前記連結路の幅を変更する操作に応じて、前記表示単位の移動速度および前記表示単位
の表示数の少なくとも一方を変更する（２）に記載の表示制御装置。
（６）
　前記連結路の幅を狭くする操作に応じて、前記表示単位の移動速度を小さくする（５）
に記載の表示制御装置。
（７）
　前記連結路の幅を広くする操作に応じて、前記表示単位の移動速度を大きくする（５）
に記載の表示制御装置。
（８）
　前記第２のマークは、前記第２のマークに対応する装置を示すマークを含む（１）乃至
（７）のいずれか１に記載の表示制御装置。
（９）
　前記第２のマークに対応する装置の現在の電力消費量を示すように、前記第２のマーク
を表示する（１）乃至（８）のいずれか１に記載の表示制御装置。
（１０）
　前記表示部がタッチパネルとして構成され、
　前記所定の操作が、ユーザの１または複数の指を使用してなされる（１）乃至（９）の
いずれか１に記載の表示制御装置。
（１１）
　少なくとも、第１のマークと、第２のマークとを表示部に表示し、
　前記第１のマークと前記第２のマークとを結びつける操作に応じて、前記第１のマーク
と前記２のマークとを連結する連結路と、前記連結路を前記第１のマークから前記第２の
マークに向かって移動する表示単位とを前記表示部に表示する
　表示制御装置における表示制御方法。
（１２）
　少なくとも、第１のマークと、第２のマークとを表示部に表示し、
　前記第１のマークと前記第２のマークとを結びつける操作に応じて、前記第１のマーク
と前記２のマークとを連結する連結路と、前記連結路を、前記第１のマークから前記第２
のマークに向かって移動する表示単位とを前記表示部に表示する
　表示制御装置における表示制御方法を、コンピュータに実行させるプログラム。
（１３）
　少なくとも、第１のマークと、第２のマークと、前記第１のマークと前記第２のマーク
とを連結する連結路と、前記連結路を、前記第１のマークから前記第２のマークに向かっ
て移動する表示単位とを表示部に表示し、
　前記連結路に対する所定の操作に応じて、前記連結路および前記表示単位の少なくとも
一方の表示態様を変更する
　表示制御装置における表示制御方法。
（１４）
　少なくとも、第１のマークと、第２のマークと、前記第１のマークと前記第２のマーク
とを連結する連結路と、前記連結路を前記第１のマークから前記第２のマークに向かって
移動する表示単位とを表示部に表示し、
　前記連結路に対する所定の操作に応じて、前記連結路および前記表示単位の少なくとも
一方の表示態様を変更する
　表示制御装置における表示制御方法を、コンピュータに実行させるプログラム。
（１５）
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　表示部に表示される第１のマークおよび第２のマークを結びつける操作に応じて、前記
第１のマークに対応する装置から前記第２のマークに対応する装置に対して、所定物を供
給するように制御する
　制御装置。
（１６）
　第１のマークおよび第２のマークを連結し、前記第１のマークから前記第２のマークに
向かって表示単位が移動する連結路が表示部に表示され、
　前記連結路および前記表示単位の少なくとも一方に対する操作に応じて、前記第１のマ
ークに対応する装置から前記第２のマークに対応する装置に対する所定物の供給を制御す
る
　制御装置。
（１７）
　前記所定物は、電力である（１５）または（１６）に記載の制御装置。
（１８）
　表示部に表示される第１のマークおよび第２のマークを結びつける操作に応じて、前記
第２のマークに対応する装置の動作を制御する
　制御装置。
（１９）
　第１のマークおよび第２のマークを連結し、前記第１のマークから前記第２のマークに
向かって表示単位が移動する連結路が表示部に表示され、
　前記連結路および前記表示単位の少なくとも一方に対する操作に応じて、前記第１のマ
ークに対応する装置および前記第２のマークに対応する装置の少なくとも一方の装置の動
作を制御する
　制御装置。
【符号の説明】
【０１８５】
１・・・制御装置
１００・・・ホームサーバ
１０１・・・表示部（タッチパネル）
１０２・・・蓄電装置
１０３・・・切替部
１２０・・・負荷
１２１・・・負荷コントローラ
１３０・・・マーク
１３１・・・マーク
１３５・・・連結路
１３６・・・表示単位
Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３・・・指
２００・・・携帯端末
２０３・・・表示部（タッチパネル）
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